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令和３年度予算を可決令和３年度予算を可決  ｐｐ..22

　「持続可能なまちづくり実行予算」の内容は？　「持続可能なまちづくり実行予算」の内容は？

文化芸術基本条例の制定により、 文化芸術を生かしたまちづくりの推進と、 心豊かな市民生活

及び魅力ある活力に満ちた地域社会の実現が望まれる （写真 ： 行山流口内鹿踊の装束）

　新たに制定する文化芸術基本条例を全会一致で可決    ------------------------ ｐ.4

　医療・介護・福祉に関する財源確保、体制強化などを求める請願を不採択   -------- ｐ.6

　代　表　質　問    --------------------------------------------------------- ｐ.8

　一　般　質　問    --------------------------------------------------------- ｐ.10

　「市民と議会をつなぐ会」中学生と意見交換を実施     -------------------------- ｐ.13
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「３月通常会議」
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第２６１回

３月

通常会議

令和３年度予算を可決
「持続可能なまちづくり実行予算」の内容は？

　３月通常会議では、議長を除く 25 名の議員で構成する予算特別委員会を組織し、令和３年度予算を審査しま

した。「持続可能なまちづくり実行予算」と位置付け、「多子世帯応援１億円」を含めた経済的負担の軽減などを

図る「子ども未来投資枠３億円」や、施設の建設・長寿命化事業により、令和２年度に次ぐ規模となっています。

下水道事業会計

特別会計

一般会計

特別会計名 歳入歳出 特別会計名 歳入歳出

工業団地事業 8億 521 万円 国民健康保険 74 億 1,697 万円

駐車場事業 9,021 万円 後期高齢者医療 15 億 9,294 万円

宅地造成事業 1,507 万円 介護保険 82 億 350 万円

電気事業 1 億 5,408 万円 合計 182 億 7,799 万円

市税 33.0％

135 億 3,546 万円

国・県支出金 24.6％

100 億 6,473 万円

譲与税・交付税 20.0％

82 億 440 万円

その他　12.9％
52 億 8,050 万円

市債　9.5％
38 億 8,490 万円

歳入 歳出

予算総額　４０９億７，０００万円

（前年度当初予算より６３億７，０００万円減）

民生費　32.9％

134 億 8,515 万円

教育費　13.0％
53 億 2,183 万円

総務費　12.3％
50億2,322万円

衛生費　6.8％
27 億 9,689 万円

土木費　11.1％
45 億 4,357 万円

その他　15.2％
62 億 3,474 万円

公債費　8.7％
35 億 6,460 万円

前年度より約２億 3,818 万円減↓
＜主な税目＞
個人市民税　１億 8,045 万円減↓
法人市民税　３億 6,057 万円減↓
固定資産税　３億 3,532 万円増↑

東部地区統合小学校建設事業　
　　　　　　　５億 4,045 万円

和賀地区交流センター新築事業
　　　　　　　２億 3,863 万円

前年度より、介護保
険 特 別 会 計 が ３ 億
5,000 万円ほど減、駐
車場事業特別会計が
1,400 万円ほど減とな
りました。

項目 歳入 歳出

収益的収支 31 億 2,901 万円 30 億 6,922 万円

資本的収支 25 億 6,185 万円 35 億 9,538 万円

和賀地区交流センター（旧和賀農村環境改善センター）

→新センターが新築されるまでの間、旧和賀農村環境

　改善センターを使用

※表示単位未満四捨五入のため、合

　計が一致しない場合があります。
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【
賛
成
討
論
】

　
　
　
　
　
　
　

司
東　

道
雄　

議
員

全
て
の
予
算
に
賛
成

　

新
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
実
行
予
算
と
し
て
編
成
さ
れ

て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
情
勢
が
変
化

し
、
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
効
果
的
・
効
率
的
な
経
営

資
源
の
配
分
に
努
め
て
お
り
、
新
総
合
計

画
に
掲
げ
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

着
実
に
推
進
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。
一
般
会
計
予
算
案
ほ
か
８
件
す
べ

て
に
賛
成
で
あ
る
。

【
反
対
討
論
】

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
健
二
郎　

議
員

一
般
会
計
予
算
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
に
反
対

　

一
般
会
計
予
算
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
診

療
所
設
置
な
ど
コ
ロ
ナ
対
応
予
算
に
な
っ

て
い
な
い
。
子
ど
も
の
医
療
費
補
助
の
所

得
制
限
と
一
部
負
担
を
課
し
、
高
齢
者
バ

ス
運
賃
助
成
額
の
据
え
置
き
、
消
防
団
報

酬
が
近
隣
市
の
60
％
台
、
各
種
証
明
書
の

コ
ン
ビ
ニ
発
行
は
利
便
性
よ
り
も
リ
ス
ク

が
高
い
、
家
庭
ご
み
手
数
料
予
算
増
な
ど
、

市
民
の
命
と
く
ら
し
、
健
康
を
守
る
予
算

と
し
て
不
十
分
。
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
は
、
保
険
料
の
軽
減
特
例
が
廃

止
さ
れ
負
担
増
と
な
っ
て
い
る
。

令和 3 年度の注目事業は？

採決の結果は？

証明書コンビニ交付サービス管理事業

　マイナンバーカードを利用して、コンビニのマルチ

コピー機において住民票の写し等を交付するサービス

を行う事業。令和２年度に交付を開始した住民票の写

し、印鑑登録証明書に続き、令和３年６月からは、課

税所得証明書もコンビニで取得できるようにする。

Ｑ　 コンビニでの証明書発行が増えることによる、窓

口業務への影響は。

Ａ　 窓口において証明書を１通発行するのに要する時

間に、コンビニでの発行通数を乗じると、削減さ

れる業務時間が予想できる。減った時間を来庁し

た市民への応対や他の作業に充てているというこ

とが見えるよう、評価方法を検討していきたい。

北上工業団地周辺道路整備事業のうち　　　　　　　

成田黒沢尻線環状交差点整備事業

　村崎野駅から伊勢神社前を通りキオクシア（株）方

面に行く路線の途中の交差点を「環状交差点」化する

事業。

Ｑ　 環状化のメリット・デメリットは。また、事故の

予防効果は。

Ａ　 キオクシア（株）の複数棟建設に伴う、周辺道路

　　 の交通量増加（南北方向は平成29年に3,800台

/日から令和12年には5,700台/日。東西方向は、

2,900台/日から6,600台/日）に対応し、重大事故

防止を図るもの。警察との協議で信号は設置でき

ないため、環状化するもの。デメリットは馴染み

がないために交通ルールが分かりにくい点。現在

の事故件数は調べていない。

健康福祉ポイント事業

　ウォーキングなど日常的な運動習慣の定着を促すと

ともに、特定健診や各種がん検診の受診率の向上を図

り、生活習慣病の予防と病気の早期発見につなげる。

また、保健事業と介護予防事業を一体的に進め、生活

習慣病の重症化やフレイル（＊）の予防を推進し、健

康寿命の延伸を図る。

Ｑ　事業内容は具体的にどのようなものか。

Ａ　 スマートフォンで専用のアプリをダウンロード

し、健診の受診や健康教室への参加、 歩いた歩数

など、日常的な健康づくりの活動に対しポイント

を付与。取得したポイント数に応じて何らかの景

品を贈呈する。ボランティアポイントとも連携し

た運用を考える。

　３月８日～ 10 日に行われた予算特別委員会分科会で審査した中から、令和３年度の注目事業をご紹介

します。

　３月26日に行われた本会議において、予算特別委員長からの審査報告のあと、２名の議員が賛成・反対を求め

て討論を行いました。採決の結果、一般会計、後期高齢者医療特別会計、駐車場事業特別会計の３件の予算案を

賛成多数で、他６件の予算案を全会一致で可決しました。

＜付帯意見＞　予算特別委員会で次の付帯意見を付けました。

　事業実施にあたっては、その効果、目的や他の事業との整合性をしっかりと精査した上で実施すること。

＊
フ
レ
イ
ル
…
加
齢
に
伴
っ
て
筋
力
や
心
身
の
活
力
が
低
下
し
た
状
態
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議
案
第
１
４
２
号　

北
上
市

文
化
芸
術
基
本
条
例

　

文
化
芸
術
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
心
豊
か
な
市
民
生

活
及
び
魅
力
あ
る
活
力
に
満

ち
た
地
域
社
会
を
実
現
す
る

た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定

す
る
も
の
。
施
行
日
は
令
和

３
年
４
月
１
日
。

Ｑ　

 

民
俗
芸
能
に
つ
い
て
記

載
さ
れ
た
条
文
が
一
つ

し
か
な
い
が
、
民
俗
芸

能
団
体
が
求
め
る
保
存
、

伝
承
、
人
材
を
ど
う
す

る
か
と
い
う
意
見
を
ど

の
よ
う
に
反
映
し
た
の

か
。

Ａ　

 

本
条
例
の
策
定
委
員
会

に
は
民
俗
芸
能
協
会
の

代
表
者
も
含
ま
れ
て
お

り
、
様
々
な
意
見
を
い

た
だ
い
て
議
論
し
た
結

果
で
あ
る
。
具
体
的
な

推
進
内
容
に
つ
い
て
は

文
化
芸
術
推
進
基
本
計

画
で
定
め
る
。

Ｑ　
 

市
の
責
務
と
し
て
財
政

措
置
を
行
う
こ
と
を
条

例
に
明
記
す
る
考
え
は
。

Ａ　

 

条
例
に
明
記
し
て
い
る

か
ど
う
か
に
関
わ
ら
ず
、

施
策
の
推
進
に
必
要
で

あ
れ
ば
財
政
措
置
を
講

じ
る
。

　

＜

付
帯
意
見＞

　

条
例
に
基
づ
く
計
画
策
定

及
び
そ
の
運
用
に
当
た
っ
て

は
、
市
民
等
の
意
見
を
聴
取

し
、
市
民
等
の
理
解
を
得
る

よ
う
努
め
る
こ
と
、
ま
た
、

条
例
に
基
づ
く
計
画
の
実
施

後
に
お
い
て
も
随
時
見
直
し

を
図
る
こ
と
。

議
案
第
１
４
３
号 

北
上
市

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
を

廃
止
す
る
条
例 

　

江
釣
子
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
江
釣
子
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
の
施
設
に
転
用
す
る
た

め
、
同
施
設
を
廃
止
し
よ
う

と
す
る
も
の
。

　

当
該
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

生
活
相
談
室
は
廃
止
さ
れ
て

お
り
、
和
室
の
貸
し
館
業
務

の
み
で
あ
っ
た
。
相
談
に
つ

い
て
は
、
建
物
内
の
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
担
っ
て
い
る
。

Ｑ　

 

使
用
料
や
利
用
申
請
の

手
続
な
ど
、
現
状
と
比

較
し
利
用
者
に
不
便
が

生
じ
な
い
か
。

Ａ　

 

利
用
申
請
の
窓
口
が
一

本
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
利
用
者
に
と
っ
て
の

利
便
性
が
高
ま
る
。
地

区
住
民
が
利
用
す
る
場

合
は
、
今
ま
で
と
同
様

に
使
用
料
が
基
本
的
に

は
減
免
対
象
に
な
る
。

Ｑ　

 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

廃
止
に
つ
い
て
利
用
者

の
意
見
を
聞
い
た
か
。

Ａ　

 

利
用
者
に
は
聞
い
て
い

な
い
が
、
江
釣
子
地
区

自
治
振
興
協
議
会
と
協

議
し
、
了
承
を
い
た
だ

い
て
い
る
。

【
反
対
討
論
】

　
　

安
德
壽
美
子　

議
員

　

市
内
唯
一
の
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
は
、
老
人
福
祉
法
に

基
づ
き
福
祉
向
上
の
目
的
で

施
設
整
備
さ
れ
た
。
利
用
者

は
毎
年
６
、
７
千
人
。
令
和

元
年
度
は
そ
の
う
ち
62
％
が

60
歳
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
が

複
雑
化
す
る
中
で
福
祉
、
趣

味
、
交
流
の
拠
点
が
必
要
と

さ
れ
る
時
に
廃
止
す
る
こ
と

に
は
反
対
で
あ
る
。
ま
た
廃

止
す
る
こ
と
を
利
用
者
に
聞

く
こ
と
も
せ
ず
、
一
方
的
に

断
ち
切
る
こ
と
は
認
め
ら
れ

な
い
。
高
齢
者
が
健
康
で
生

き
が
い
を
持
ち
、
こ
れ
ま
で

の
知
識
や
経
験
を
ま
ち
づ
く

り
に
役
立
て
て
い
け
る
施
策

の
充
実
こ
そ
、
今
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
３
９
号　

北
上
市

市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
等
の
多
機
能
端
末
機
を
介

し
た
課
税
所
得
証
明
の
交
付

に
係
る
手
数
料
を
３
０
０
円

に
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
。

施
行
日
は
令
和
３
年
６
月
９

日
。

　

生
活
保
護
受
給
者
が
窓
口

で
課
税
所
得
証
明
書
を
取
得

す
る
際
は
手
数
料
を
免
除
す

る
規
定
が
あ
る
が
、
コ
ン
ビ

ニ
で
取
得
す
る
場
合
は
生
活

保
護
の
受
給
状
況
を
確
認
で

き
な
い
た
め
、
手
数
料
を
徴

収
す
る
。

Ｑ　

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

利
用
に
よ
る
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
は
万
全
か
。

Ａ　

 

利
用
者
自
身
が
マ
ル
チ

コ
ピ
ー
機
端
末
を
操
作

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
使
用
す
る
も
の

だ
が
、
そ
の
過
程
に
お

い
て
コ
ン
ビ
ニ
の
店
員

が
関
わ
る
こ
と
は
な
い
。

端
末
に
は
、
発
行
し
た

証
明
書
や
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
取
り
忘
れ

を
防
止
す
る
た
め
、
音

声
で
警
告
す
る
機
能
が

あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
３
６
号 

北
上
市

交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例 

条例

新
た
に
制
定
す
る
文
化
芸
術
基
本
条
例
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
会
一
致
で
可
決
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議
案
第
１
４
５
号 

北
上
市

指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
の
基
準

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例議
案
第
１
４
６
号 

北
上
市

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び

運
営
の
基
準
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

議
案
第
１
４
７
号 

北
上
市

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
並
び
に
指
定

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
効

果
的
な
支
援
方
法
の
基
準
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

今
回
改
正
す
る
３
つ
の
条

例
は
、
人
員
基
準
の
緩
和
や

定
員
の
拡
大
、
そ
の
他
認
知

症
へ
の
対
応
力
の
向
上
や
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
強
化
な

ど
、
介
護
人
材
不
足
や
現
場

の
環
境
改
善
に
対
応
す
べ
く
、

事
業
の
運
営
に
あ
た
っ
て
の

基
準
を
改
正
す
る
も
の
で
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
テ
レ
ビ

電
話
の
活
用
や
、
紙
の
書
類

の
電
子
デ
ー
タ
へ
の
置
き
換

え
を
可
能
と
す
る
こ
と
な
ど
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用
に
よ

る
介
護
現
場
の
負
担
軽
減
な

ど
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

Ｑ　
 

事
業
者
側
の
意
見
は
聞

い
て
い
る
の
か
。

Ａ　

 

国
の
基
準
改
正
に
伴
い

市
の
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
あ
り
、
こ
の
条

例
改
正
に
あ
た
っ
て
事

前
に
現
場
の
意
向
を
伺

う
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

現
場
の
様
々
な
意
見
を

伺
う
た
め
に
現
在
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い

る
が
、
人
材
不
足
対
策

な
ど
今
後
市
が
施
策
を

打
ち
出
し
て
い
く
に
あ

た
り
、
そ
れ
を
活
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

【
反
対
討
論
】

　
　

安
德
壽
美
子　

議
員

　

介
護
現
場
は
深
刻
な
人
手

不
足
で
あ
る
。
改
正
案
は
施

設
利
用
者
10
人
以
下
を
15
人

ま
で
緩
和
す
る
ほ
か
、
認
知

症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
職
員
の

夜
勤
体
制
で
１
ユ
ニ
ッ
ト
１

人
か
ら
３
ユ
ニ
ッ
ト
２
人
を

可
能
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

看
護
協
会
及
び
認
知
症
家
族

の
会
は
事
実
軽
視
だ
と
危
惧

し
て
い
る
。
感
染
予
防
、
防

災
訓
練
等
、
全
て
事
業
者
ま

か
せ
で
あ
り
職
員
の
負
担
増

加
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス

低
下
を
招
く
も
の
で
認
め
ら

れ
な
い
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
５
３
号　

北
上
市

駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

公
民
連
携
に
よ
る
駅
東
口

大
型
立
体
駐
車
場
建
設
に
伴

い
、
市
営
北
上
駅
東
口
駐
車

場
を
廃
止
す
る
も
の
。

Ｑ　

 

新
た
な
立
体
駐
車
場
に

は
大
型
車
両
は
可
能
か
。

Ａ　

 

高
さ
制
限
２
・
１
ｍ
ま

で
の
一
般
車
両
の
み
で
、

大
型
車
両
は
駐
車
で
き

な
い
。

議
案
第
１
５
４
号　

令
和
２

年
度
北
上
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
15
号
）

　

事
業
費
の
確
定
等
に
伴
う

減
額
の
ほ
か
、
前
年
の
ふ
る

さ
と
納
税
額
確
定
に
伴
う
基

金
積
立
等
に
対
応
す
る
た
め
、

所
要
の
事
務
事
業
に
つ
い
て

補
正
す
る
も
の
。

Ｑ　

 

黒
沢
尻
東
小
学
童
保
育

所
施
設
整
備
事
業
の
２

０
６
万
円
減
額
の
理
由

と
早
期
の
施
設
整
備
へ

の
今
後
の
考
え
方
は
。

Ａ　

 

元
中
央
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
物
を
学
童
保

育
所
と
し
て
使
う
た
め

エ
ア
コ
ン
含
め
工
事
を

す
る
予
定
だ
っ
た
が
、

エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て
は

コ
ロ
ナ
対
策
事
業
の
方

で
別
途
手
立
て
が
で
き

た
の
で
２
０
６
万
円
減

額
と
な
っ
た
。
ま
た
、

水
道
管
凍
結
に
よ
る
水

漏
れ
が
発
覚
し
た
が
、

学
童
が
新
年
度
を
迎
え

る
ま
で
に
対
応
す
る
と

い
う
こ
と
で
準
備
を
し

て
い
る
。

議
案
第
１
６
６
号　

令
和
２

年
度
北
上
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
16
号
）

　

大
雪
に
よ
る
被
災
農
業
者

支
援
に
係
る
補
助
金
の
増
、

道
路
除
排
雪
の
業
務
委
託
料

の
増
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
小
規

模
企
業
者
へ
の
給
付
金
の
増

等
に
対
応
す
る
た
め
、
所
要

の
事
務
事
業
に
つ
い
て
補
正

す
る
も
の
。

Ｑ　

 

今
年
の
大
雪
に
よ
る
雪

害
被
害
で
２
月
12
日
時

点
で
は
水
稲
ハ
ウ
ス
は

２
６
９
件
、
園
芸
ハ
ウ

ス
が
40
件
。
ハ
ウ
ス
の

被
害
だ
け
で
も
３
０
９

件
あ
っ
た
が
、
申
請
件

数
は
ど
の
程
度
あ
っ
た

の
か
。

Ａ　

 

今
回
は
早
め
に
要
望
額

が
分
か
っ
た
20
件
の
申

請
が
対
象
と
な
る
。
そ

の
他
は
新
年
度
補
正
予

算
で
の
対
応
を
予
定
し

て
い
る
。

補正
予算

大
雪
に
よ
る
ハ
ウ
ス
被
害
へ
の
支
援
や

除
排
雪
費
用
の
増
に
対
応

△大雪により倒壊したハウス

　（和賀町藤根）

△ 現黒沢尻東小学童保育所
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議決結果

賛否の別れたもの

（賛成〇反対●）

賛否 新清会 北政会 北新ネット
北上まほろば

クラブ

日本共産党

北上市議団
無会派

賛　
　

成

反　
　

対

居
駒　
　

勉

藤
原　

常
雄

司
東　

道
雄

菊
池　
　

勝

昆
野　

将
之　

藤
本　

金
樹

藤
田　

民
生

太
田　

洋
市

高
橋　

晃
大

佐
藤　

惠
子

高
橋　

孝
二

髙
橋　
　

洋

小
田
島
德
幸

阿
部
眞
希
男

武
田　
　

勝

小
原　

敏
道

平
野　

明
紀

三
宅　
　

靖

梅
木　
　

忍

髙
橋
久
美
子

安
德
壽
美
子

鈴
木
健
二
郎

熊
谷　

浩
紀

小
原　

享
子

星　
　

敦
子

議案第 136 号　北上市交流セン

ター条例の一部を改正する条例
22 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇

議案第 139 号　北上市市税条

例の一部を改正する条例
22 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇

議案第 143号　北上市老人福祉

センター条例を廃止する条例
21 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇

議案第 145 号　北上市指定居宅介
護支援等の事業の人員及び運営の基
準条例の一部を改正する条例

22 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇

議案第 146 号　北上市指定地域密着
型サービスの事業の人員、設備及び運
営の基準条例の一部を改正する条例

22 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇

議案第 147 号　北上市指定地域密
着型介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営並びに指定地域密着
型介護予防サービスに係る介護予防
の効果的な支援方法の基準条例の一
部を改正する条例

22 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇

議案第 126 号　令和３年度北

上市一般会計予算
21 4 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇

議案第 128 号　令和３年度北上市

後期高齢者医療特別会計予算
22 3 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇

議案第 131 号　令和３年度北

上市駐車場事業特別会計予算
24 1 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願第 5 号　安全・安心の医療・
介護の実現と国民のいのちと健康
を守るための請願

10 15 ● ● 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇

医
療
・
介
護
・
福
祉
に
関
す
る
財
源
確
保
、

体
制
強
化
な
ど
を
求
め
る
請
願
を
不
採
択

請
願
第
５
号　

安
全
・
安
心

の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
国

民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る

た
め
の
請
願

　

こ
の
請
願
は
、
岩
手
県
医

療
労
働
組
合
連
合
会
か
ら
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
教
訓
を
得
て
、
医

療
・
介
護
・
福
祉
、
そ
し
て

公
衆
衛
生
施
策
の
拡
充
を
要

望
す
る
も
の
で
す
。

第
１
項　

今
後
も
発
生
が
予

想
さ
れ
る
新
た
な
感
染
症
拡

大
な
ど
の
事
態
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
・

福
祉
に
十
分
な
財
源
確
保
を

行
う
こ
と
。

第
２
項　

公
立
公
的
病
院
の

統
合
再
編
や
地
域
医
療
構
想

を
見
直
し
、
地
域
の
声
を
踏

ま
え
た
医
療
体
制
の
拡
充
を

図
る
こ
と
。

第
３
項　

安
全
・
安
心
の
医

療
・
介
護
提
供
体
制
を
確
保

す
る
た
め
、
医
師
・
看
護
師
・

医
療
技
術
職
・
介
護
職
等
を

大
幅
に
増
員
す
る
こ
と
。

第
４
項　

保
健
所
の
増
設
・

保
健
師
等
の
増
員
な
ど
公
衆

衛
生
行
政
の
拡
充
を
図
る
こ

と
。
ウ
イ
ル
ス
研
究
、
検
査

・
検
疫
体
制
な
ど
を
強
化
・

拡
充
す
る
こ
と
。

第
５
項　

社
会
保
障
に
関
わ

る
国
民
負
担
軽
減
を
図
る
こ

と
。

　

本
会
議
で
は
、
付
託
さ
れ

た
教
育
民
生
常
任
委
員
会
の

審
査
の
結
果
、
全
て
の
項
目

に
つ
い
て
不
採
択
と
の
委
員

長
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

請
願
に
対
す
る
討
論

【
請
願
採
択
に
賛
成
】

　
　

髙
橋
久
美
子　

議
員

　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
病
床
数

を
減
ら
す
よ
う
な
病
院
の
統

廃
合
は
す
べ
き
で
は
な
い
。

医
療
、
介
護
、
福
祉
現
場
で

働
く
労
働
者
は
コ
ロ
ナ
禍
で

大
き
な
ス
ト
レ
ス
が
か
か
る

上
、
長
時
間
労
働
で
あ
る
。

使
命
感
頼
み
で
は
な
く
、
せ

め
て
、
８
時
間
働
い
た
ら
交

代
で
き
る
人
員
が
必
要
で
あ

る
。
請
願
項
目
は
全
て
妥
当

で
あ
り
賛
成
で
あ
る
。

 

【
請
願
採
択
に
反
対
】

　
　

小
原　

享
子　

議
員

　

現
在
日
本
に
お
い
て
は
、

２
０
２
０
年
予
算
ベ
ー
ス
で

国
民
の
所
得
額
４
１
５
兆
円

に
対
し
、
社
会
保
障
給
付
費

は
１
２
６
兆
８
千
億
円
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
る
ほ
ど
大
幅

に
増
加
し
て
い
る
。
少
子
高

齢
化
で
、
社
会
保
障
に
係
る

経
費
は
更
に
増
加
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。
市
財
政
ま
た
市

民
の
生
活
の
圧
迫
を
招
き
、

市
民
の
い
の
ち
も
健
康
も
守

れ
な
い
結
果
に
な
り
か
ね
な

い
た
め
反
対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数

で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

請願



7　　きたかみ市議会だより　第 121 号（令和３年４月 23 日）

第２５９回

１月

臨時会議

第２６０回

２月

臨時会議

議
案
第
１
１
４
号　

令
和
２

年
度
北
上
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
13
号
）

医
療
機
関
支
援
事
業

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
禍
に
お
い
て
、
地
域
医

療
維
持
・
強
化
に
尽
力
し
て

い
る
医
療
機
関
に
対
し
て
支

援
金
を
交
付
す
る
も
の
。

地
域
小
規
模
企
業
者
給
付
金

事
業

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
売

上
が
減
少
し
た
小
規
模
企
業

者
に
対
し
て
、
事
業
継
続
を

支
援
す
る
た
め
に
給
付
金
を

給
付
す
る
も
の
。
売
上
高
減

少
率
が
50
％
以
上
の
事
業
者

に
対
し
て
は
、
売
上
高
減
少

額
に
応
じ
て
最
大
30
万
円
を

支
給
す
る
。
補
正
額
は
１
億

５
７
５
０
万
円
。

道
路
除
排
雪
事
業　

　

12
月
の
除
雪
実
績
と
今
後

の
見
込
み
に
よ
り
除
排
雪
委

託
料
を
３
億
８
７
３
０
万
円

増
額
す
る
も
の
。

Ｑ　

 

12
月
か
ら
降
雪
量
が
多

く
幹
線
道
路
の
除
雪
は

頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る

が
、
路
地
の
除
雪
が
不

十
分
で
あ
る
。
特
に
も

日
中
気
温
が
上
が
り
、

雪
が
緩
ん
だ
時
は
通
行

に
支
障
が
出
て
い
る
が

対
応
は
ど
う
か
。

Ａ　

 

除
雪
時
に
排
雪
作
業
も

同
時
進
行
し
て
い
る
た

め
、
路
地
の
除
雪
ま
で

手
が
回
ら
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
交
通
量
の

多
い
道
路
を
優
先
に
行

っ
て
お
り
、
ご
理
解
を

頂
き
た
い
。

議
案
第
１
２
２
号　

令
和
２

年
度
北
上
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
14
号
）

笠
松
小
学
校
改
築
工
事

　

笠
松
小
学
校
の
屋
内
運
動

場
等
整
備
の
た
め
、
事
業
費

を
18
億
６
５
１
２
万
円
増
額

し
、
23
億
２
６
８
３
万
円
と

す
る
も
の
。(

国
の
補
正
予

算
に
よ
る
も
の
で
工
事
は
令

和
３
年
度
と
な
る)

江
釣
子
野
球
場
設
備
改
修
事

業
　

江
釣
子
野
球
場
の
バ
ッ
ク

ス
タ
ン
ド
増
設
等
の
工
事
を

す
る
も
の
。(

国
の
補
正
予

算
に
よ
る
も
の
で
工
事
は
令

和
３
年
度
と
な
る)

Ｑ　

 

工
期
が
決
ま
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
工
事
が
始

ま
る
前
は
野
球
場
の
使

用
は
出
来
る
の
か
。

Ａ　

 

工
事
の
詳
細
は
決
ま
っ

て
お
ら
ず
、
令
和
３
年

度
内
の
完
成
と
な
る
。

工
事
開
始
後
に
お
い
て
、

施
設
の
一
部
分
で
も
利

用
可
能
な
期
間
が
あ
る

場
合
に
は
、
安
全
面
を

考
慮
し
た
上
で
出
来
る

だ
け
利
用
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
し
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
住
民
接
種
に
向
け

て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
予
約

受
付
や
問
い
合
わ
せ
対
応
を

行
う
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
等
の

設
置
を
行
う
も
の
。　

募
し
た
結
果
、
い
わ
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
‐
Ｎ
Ｅ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
か
ら

の
応
募
が
あ
っ
た
。
審
査
の

結
果
、
指
定
管
理
者
と
し
て

適
当
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

Ｑ　

 

指
定
管
理
者
と
し
て
適

当
と
判
断
し
た
理
由
は
。

Ａ　

 

ま
ち
づ
く
り
の
面
で
市

民
と
市
を
繋
ぐ
中
間
支

援
事
業
を
展
開
し
て
お

り
、
指
定
管
理
者
に
指

定
さ
れ
て
き
た
実
績
が

あ
る
。
企
画
力
、
調
整

力
が
あ
る
ほ
か
、
指
定

管
理
を
経
験
し
た
人
員

が
お
り
、
体
育
施
設
の

管
理
に
関
わ
っ
た
人
員

の
雇
用
予
定
も
あ
る
こ

と
か
ら
適
当
と
判
断
し

た
も
の
。
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大
雪
に
よ
る
除
雪
費

　
　
　
　
　
　

大
幅
増

体
育
施
設
の

指
定
管
理
者
決
ま
る

議
案
第
１
２
４
号　

北
上
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
等
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

複
数
の
施
設
を
効
率
的
な

管
理
が
期
待
で
き
る
よ
う
公

△改修前の江釣子球場

YouTube

１月臨時会議▽

YouTube

２月臨時会議▽



　代表質問者

藤
ふじもと

本　金
きんじゅ

樹 議員

新清会

　その他所属議員

　　藤
ふじわら

原　常
つ ね お

雄

　　司
し と う

東　道
み ち お

雄

　　菊
き く ち

池　 勝
まさる

 

　　昆
こ ん の

野　将
まさゆき

之

　代表質問者

高
たかはし

橋　孝
こ う じ

二 議員

北政会

　その他所属議員

　　藤
ふ じ た

田　民
た み お

生

　　高
たかはし

橋　晃
あきひろ

大

　関連質問者

佐
さ と う

藤　惠
け い こ

子 議員

　関連質問者

太
お お た

田　洋
よういち

市 議員

　関連質問者

居
い こ ま

駒　勉
つとむ

 議員

代表質問
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あ
じ
さ
い
都
市
の
推
進
は

Ｑ　

 

今
後
の
「
あ
じ
さ
い
都

市
」
に
向
け
た
取
り
組

み
は
。

Ａ　

 

地
域
拠
点
内
住
宅
取
得

支
援
事
業
に
よ
り
、
人

口
減
少
地
域
内
に
お
け

る
人
口
維
持
を
図
る
と

と
も
に
、
地
域
に
と
っ

て
必
要
な
拠
点
機
能
に

つ
い
て
も
地
域
と
共
に

考
え
て
い
く
。

Ｑ　

今
後
の
公
共
交
通
は
。

Ａ　

 

今
後
、
更
な
る
高
齢
化

や
人
口
減
少
が
見
込
ま

れ
、
今
あ
る
公
共
交
通

を
い
か
に
維
持
し
て
い

く
か
が
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
交
通
業
者
や
地

域
と
連
携
し
、
よ
り
多

く
の
方
が
安
心
し
て
便

利
に
利
用
で
き
る
公
共

交
通
を
目
指
す
。

Ｑ　

 

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
指

定
管
理
料
は
。

Ａ　

 

令
和
３
年
度
よ
り
、
指

定
管
理
料
は
施
設
管
理

分
と
し
、
総
合
交
付
金

は
人
件
費
を
含
め
自
治

組
織
が
活
用
し
や
す
い

も
の
と
し
た
。
職
員
の

賞
与
分
含
め
合
計
で
２
，

６
０
０
万
円
の
増
額
と

な
る
。

Ｑ　

 

職
員
の
賞
与
の
算
定
基

準
は
。

Ａ　

 

人
件
費
増
額
は
市
職
員

を
基
準
と
し
た
も
の
だ

が
、
配
分
等
は
各
自
治

組
織
で
考
え
て
も
ら
い

た
い
。

デ
ジ
タ
ル
基
盤
の
整
備
は

Ｑ　

 

デ
ジ
タ
ル
基
盤
整
備
の

取
り
組
み
は
。

Ａ　

 

北
上
市
情
報
基
本
計
画

２
０
２
０
に
お
い
て
、

証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
サ
ー

ビ
ス
の
開
始
、
Ｒ
Ｐ
Ａ

（
＊
）
や
テ
レ
ワ
ー
ク

端
末
の
導
入
な
ど
を
進

め
て
き
た
。
今
後
も
行

政
事
務
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
市

民
生
活
の
向
上
に
繋
げ

て
い
く
。

教
育
行
政
施
策
は

Ｑ　

 

情
報
活
用
能
力
育
成
と

は
。

Ａ　

 

一
人
一
台
の
端
末
を
導

入
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
シ
ス
テ
ム
で
ド
リ
ル

学
習
や
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
意
見
を
共
有
で
き
る

協
働
学
習
等
に
活
用
す

る
予
定
。
今
後
は
全
教

科
で
の
活
用
を
見
据
え

て
研
究
す
る
。

Ｑ　

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
と
は
。

Ａ　

 

地
域
社
会
全
体
で
子
ど

も
た
ち
を
育
む
体
制
づ

く
り
を
目
指
す
も
の
で
、

今
後
は
市
内
全
体
で
の

運
用
を
目
指
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
禍
に
お

け
る
行
財
政
運
営
の
基
本
的

な
考
え
は

Ｑ　

 

①
新
た
な
日
常
の
対
応

策
は
何
か
。
②
新
型
コ

ロ
ナ
禍
中
か
ら
収
束
後

の
次
な
る
備
え
対
策
と

し
て
北
上
市
保
健
所
を

再
設
置
す
る
よ
う
県
に

要
望
す
る
考
え
は
。
③

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
訪
問
事
業
」
の
取
り

組
み
見
直
し
検
討
の
結

果
は
。
④
人
口
減
少
地

域
に
お
け
る
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
担
い

手
育
成
及
び
人
口
減
少

を
緩
や
か
に
す
る
具
体

策
は
。
⑤
ふ
れ
あ
い
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
活
動
の
会

場
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
対
策
と
し
て
、
マ
ス

ク
・
う
が
い
薬
・
手
指

消
毒
液
・
飛
沫
防
止
仕

切
り
板
・
非
接
触
型
体

温
計
等
の
配
備
支
援
の

考
え
は
。
⑥
財
政
運
営

に
つ
い
て
歳
入
・
歳
出

の
見
通
し
と
、
歳
出
削

減
に
つ
な
が
る
工
事
等

入
札
の
際
に
予
定
価
格

の
事
前
公
表
を
実
施
す

る
考
え
は
。

Ａ　

 

①
新
た
な
日
常
構
築
の

原
動
力
は
、
デ
ジ
タ
ル

化
の
環
境
整
備
と
さ
れ

て
お
り
、
専
門
的
知
見

の
確
保
の
た
め
令
和
３

年
度
に
専
門
外
部
人
材

を
任
用
す
る
。
②
保
健

所
と
の
協
議
や
情
報
共

有
は
適
時
行
わ
れ
て
お

り
、
保
健
所
を
分
散
配

置
し
当
市
に
も
設
置
す

る
こ
と
は
適
切
で
は
な

い
と
捉
え
て
い
る
。
③

民
生
児
童
委
員
協
議
会

で
は
継
続
の
意
向
を
確

認
し
て
い
る
が
、
訪
問

さ
れ
る
側
の
負
担
も
考

え
改
め
て
検
討
す
る
。

④
地
域
づ
く
り
総
合
交

付
金
を
加
算
し
た
ほ
か

複
数
の
高
校
等
と
人
材

育
成
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
た
。
⑤
消
毒
液

は
設
置
済
み
で
非
接
触

型
体
温
計
は
再
開
日
程

に
合
わ
せ
て
各
会
場
に

配
布
す
る
。
⑥
歳
入
は

市
税
全
体
で
は
前
年
度

当
初
予
算
と
比
べ
て
約

２
億
４
０
０
０
万
円
減

少
。
普
通
交
付
税
は
約

４
億
９
０
０
０
万
円
減

少
。
歳
出
の
政
策
経
費

は
事
業
の
必
要
性
、
緊

急
性
及
び
有
効
性
を
判

断
し
て
い
る
。
予
定
価

格
の
事
前
公
表
は
不
正

行
為
の
防
止
が
可
能
だ

が
、
落
札
価
格
が
高
止

ま
る
等
の
た
め
事
前
公

表
は
考
え
て
い
な
い
。

＊
Ｒ
Ｐ
Ａ
…
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
称
で
デ
ー

タ
入
力
な
ど
の
定
型
事
務
を
ロ
ボ
ッ
ト
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
代
行
す
る
概
念
。
働

き
方
改
革
を
推
進
す
る
目
的
で
、
近
年
自
治
体
・
企
業
で
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。



　代表質問者

三
み や け

宅　靖
やすし

 議員

北上まほろば
クラブ

　関連質問者

梅
う め き

木　 忍
しのぶ

 議員

　関連質問者

平
ひ ら の

野　明
あきのり

紀 議員

　代表質問者

阿
あ べ

部眞
ま き お

希男 議員

北新ネット

　その他所属議員　　　

　　小
こ だ し ま

田島德
とくゆき

幸

　　武
た け だ

田　 勝
まさる

 

　関連質問者

小
お ば ら

原　敏
としみち

道 議員

　関連質問者

髙
たかはし

橋　 洋
ひろし

 議員

代表質問
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

体
制
は

Ｑ　

 

接
種
会
場
や
予
約
、
費

用
な
ど
は
。

Ａ　

 

接
種
会
場
は
、
北
上
済

生
会
病
院
を
主
軸
に
、

地
域
巡
回
型
と
し
て
県

立
中
部
病
院
な
ど
計
６

か
所
を
予
定
。
電
話
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、

２
回
分
と
予
備
日
を
予

約
し
て
頂
く
。
費
用
は

国
が
負
担
す
る
が
、
会

場
ま
で
の
交
通
費
な
ど

は
個
人
負
担
と
な
る
た

め
、
輸
送
に
つ
い
て
は

検
討
中
。

子
育
て
支
援
の
特
徴
は

Ｑ　

 

当
市
な
ら
で
は
の
子
育

て
支
援
策
と
、
病
児
保

育
事
業
へ
の
支
援
策
は
。

Ａ　

 

子
ど
も
未
来
投
資
枠
３

億
円
は
、
「
子
育
て
応

援
」
と
し
て
子
ど
も
の

親
な
ど
へ
の
支
援
１
億

円
、
「
子
育
ち
応
援
」

と
し
て
子
ど
も
へ
の
支

援
１
億
円
、
そ
し
て
、

｢

多
子
世
帯
応
援
」
と

し
て
７
歳
以
下
の
第
３

子
以
降
に
年
10
万
円
を

支
給
す
る
制
度
１
億
円
。

バ
ス
を
利
用
し
た
病
児

保
育
事
業
は
、
事
業
者

か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
協

議
し
て
い
く
。

地
域
づ
く
り
組
織
へ
の
支
援

強
化
は

Ｑ　

 

区
長
制
度
廃
止
に
よ
り

地
域
づ
く
り
組
織
の
負

担
が
増
す
が
、
支
援
は

強
化
す
る
の
か
。

Ａ　

 

地
域
づ
く
り
組
織
の
責

任
が
大
き
く
増
え
る
も

の
で
は
な
い
が
、
総
合

交
付
金
と
し
て
、
配
布

業
務
が
増
え
た
分
も
含

め
て
増
額
し
た
。
人
件

費
・
組
織
の
機
能
強
化

な
ど
と
し
て
も
活
用
で

き
る
。

遠
隔
授
業
へ
の
取
り
組
み
は

Ｑ　

 

遠
隔
授
業
の
取
組
と
不

登
校
支
援
へ
の
活
用
は
。

Ａ　

 

一
人
一
台
の
端
末
機
導

入
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
学
習
シ
ス
テ
ム
も
導

入
さ
れ
る
。
遠
隔
授
業

は
今
後
研
究
し
て
い
く
。

不
登
校
支
援
と
し
て
は
、

ひ
き
こ
も
り
支
援
と
連

携
し
て
対
応
し
て
い
く

が
、
端
末
機
の
活
用
は

学
習
指
導
を
中
心
に
行

う
。

市
長
の
施
政
方
針
は

Ｑ　

 

危
機
管
理
監
、
危
機
管

理
課
の
役
割
は
。

Ａ　

 

火
災
や
自
然
災
害
に
加

え
、
感
染
症
や
大
規
模

な
環
境
汚
染
な
ど
が
発

生
し
た
際
、
全
庁
的
対

応
に
関
す
る
総
合
調
整

機
能
を
担
う
。
消
防
本

部
、
消
防
団
は
従
来
ど

お
り
で
あ
る
。

Ｑ　

 

「
ｈ
ｏ
Ｋ
ｋ
ｏ
」
の
役

割
と
「
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
」
と
の
違
い
は
。

Ａ　

 

「
ｈ
ｏ
Ｋ
ｋ
ｏ
」
に
は
、

「
健
康
こ
ど
も
部
」
と

「
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
「
屋
内

こ
ど
も
遊
園
」
が
入
り
、

妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育

て
ま
で
一
貫
し
た
相
談

体
制
が
で
き
る
。
「
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
」
は
、
特
に
要
保
護

児
童
へ
の
支
援
強
化
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　

 
高
等
教
育
機
関
設
置
の

考
え
は
。

Ａ　

 

若
者
の
流
出
抑
制
、
人

口
流
入
、
人
材
確
保
か

ら
も
必
要
で
あ
り
、
今

後
も
前
向
き
に
進
め
て

い
く
。

Ｑ　

 

都
市
再
生
推
進
課
を
新

設
す
る
意
義
は
。

Ａ　

 

将
来
の
「
ま
ち
の
か
た

ち
」
を
考
え
、
戦
略
を

練
り
、
拠
点
形
成
の
課

題
に
具
体
対
応
す
る
組

織
で
あ
る
。
併
せ
て
公

共
交
通
施
策
全
般
に
関

わ
る
。

Ｑ　

 

地
域
拠
点
整
備
の
具
体

策
は
何
か
。

Ａ　

 

人
口
減
少
地
域
の
人
口

密
度
維
持
を
図
る
。
買

い
物
環
境
の
整
備
や
遠

隔
診
療
の
導
入
に
向
け

た
研
究
に
取
り
組
む
。

Ｑ　

 

企
業
誘
致
に
向
け
た
新

た
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

考
え
は
。

Ａ　

 

キ
オ
ク
シ
ア
周
辺
の
交

通
量
増
大
を
想
定
し
、

現
行
の
計
画
の
完
了
を

目
指
す
と
と
も
に
、
必

要
な
幹
線
道
路
の
整
備

の
具
体
化
と
、
都
市
計

画
街
路
整
備
の
見
直
し

に
も
着
手
す
る
。

教
育
行
政
施
策
の
方
針
は

Ｑ　

 

教
育
長
の
考
え
る
「
教

育
」
と
、
そ
の
目
指
す

と
こ
ろ
は
。

Ａ　

 

豊
か
な
心
を
育
て
る
た

め
、
教
育
活
動
全
体
を

通
し
て
、
答
え
が
一
つ

で
は
な
い
課
題
を
自
分

自
身
の
問
題
と
し
て
受

け
と
め
、
考
え
る
機
会

を
作
り
、
人
生
を
生
き

抜
く
力
を
児
童
生
徒
が

養
う
こ
と
で
あ
る
。

△ YouTube
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き
方
改
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を
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、
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年
自
治
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Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
メ
リ
ッ
ト
と

ス
マ
ホ
脳
（
＊
）
対
策
は

Ｑ　

 
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
で
、
小
中
学
生
に
一

人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
が
配
布
さ
れ
て
い

る
が
、
ス
マ
ホ
脳
対
策

は
ど
の
様
に
行
う
か
。

Ａ　

 

児
童
生
徒
や
保
護
者
を

対
象
に
情
報
モ
ラ
ル
教

育
を
実
施
し
て
い
る
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
る

健
康
寿
命
の
延
伸
を

Ｑ　

 

現
在
、
日
本
の
65
歳
以

上
の
高
齢
者
は
３
，
６

１
７
万
人
で
総
人
口
の

４
分
の
１
以
上
。
医
療

費
と
介
護
保
険
給
付
費

の
合
計
は
36
兆
８
千
億

円
と
膨
大
に
な
っ
て
い

る
。
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
支

援
や
健
康
増
進
を
図
る

こ
と
に
つ
い
て
は
。

Ａ　

 

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
生
涯
に

渡
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
す

る
環
境
づ
く
り
が
期
待

さ
れ
る
た
め
、
今
後
も

連
携
を
図
っ
て
い
く
。

広
報
き
た
か
み
の
発
行
が
月

一
回
に

Ｑ　

 

４
月
か
ら
月
一
回
第
４

金
曜
日
の
発
行
に
変
わ

る
理
由
は
。

Ａ　

 

市
民
の
情
報
取
得
の
方

法
が
変
化
し
て
き
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
接
触
手

段
の
減
少
等
も
図
れ
る

こ
と
か
ら
変
更
す
る
。

４
月
か
ら
の
広
報
は

Ｑ　

 

読
み
や
す
く
す
る
た
め

に
文
字
を
大
き
く
す
る

こ
と
や
、
珈
琲
ブ
レ
イ

ク
の
文
字
数
を
減
ら
す

考
え
は
。
ま
た
、
施
策

の
掲
載
の
仕
方
の
工
夫

や
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
募

集
の
考
え
は
。

Ａ　

 

文
字
の
大
き
さ
や
記
事

の
内
容
、
モ
ニ
タ
ー
制

度
活
用
も
含
め
、
読
み

や
す
く
分
か
り
や
す
い

紙
面
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

地
域
づ
く
り
組
織
に
お
け
る

配
布
業
務
は

Ｑ　

 

地
域
説
明
会
に
お
い
て
、

な
ぜ
計
画
性
の
な
い
後

出
し
的
な
説
明
に
な
っ

た
の
か
。

Ａ　

 

文
書
配
布
の
回
数
や
配

布
に
係
る
金
額
の
見
直

し
等
の
検
討
を
重
ね
た

た
め
、
時
間
を
要
し
た
。

一

般

質

問

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
市
民
の
く
ら

し
を
守
る
市
政
を

Ｑ　

 

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

市
民
生
活
の
困
難
が
続

い
て
い
る
。
国
の
交
付

金
、
市
の
独
自
財
源
を

フ
ル
活
用
し
、
雇
用
と

地
元
事
業
者
支
援
を
強

化
す
べ
き
。

Ａ　

 

感
染
防
止
対
策
と
経
済

活
動
の
両
立
が
不
可
欠
。

国
と
県
の
支
援
制
度
を

注
視
し
、
必
要
な
場
合

に
は
速
や
か
に
対
応
を

図
っ
て
い
く
。

Ｑ　

 

新
た
な
感
染
症
対
策
に

は
、
保
健
所
と
地
域
診

療
所
の
再
設
置
が
必
要

と
思
う
が
ど
う
か
。

Ａ　

 

保
健
所
は
必
要
で
あ
れ

ば
県
に
要
望
し
て
い
く
。

地
域
診
療
所
は
医
師
会

と
も
相
談
し
地
域
で
や

っ
て
い
た
だ
け
る
医
師

が
い
れ
ば
検
討
し
た
い
。

Ｑ　

 

市
長
の
施
政
方
針
に

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
（
性

の
違
い
に
よ
っ
て
差
別

さ
れ
な
い
）
社
会
実
現

の
視
点
が
な
い
。
今
そ

の
日
本
の
後
進
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
ど
う

考
え
る
か
。

Ａ　

 

新
し
い
市
総
合
計
画
に

お
い
て
、
多
様
性
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
の
形
成

を
推
進
す
る
こ
と
を
位

置
付
け
て
い
る
。

教
育
目
標
は
人
格
の
完
成
と

子
ど
も
の
権
利
条
約
の
視
点

でＱ　

 

子
ど
も
た
ち
の
教
育
目

標
の
基
本
は
「
人
格
の

形
成
」
で
あ
り
、
「
子

ど
も
の
権
利
条
約
」
の

理
念
を
学
校
や
地
域
で

生
か
す
こ
と
だ
と
思
う

が
ど
う
実
践
し
て
い
る

か
。

Ａ　

 

小
中
学
校
に
お
い
て
、

男
女
混
合
名
簿
使
用
や

体
罰
を
し
な
い
、
差
別

を
許
さ
な
い
こ
と
等
を

教
育
活
動
で
実
践
し
て

い
る
。
こ
れ
は
教
育
基

本
法
や
子
ど
も
の
権
利

条
約
の
考
え
と
共
通
し

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

Ｑ　
 

英
語
を
小
学
校
の
早
い

段
階
か
ら
授
業
に
導
入

し
、
英
語
検
定
受
験
者

に
受
験
料
の
全
額
補
助

を
す
る
な
ど
偏
重
し
て

い
る
。
国
語
、
算
数
、

社
会
な
ど
の
基
礎
学
力

を
し
っ
か
り
つ
け
る
こ

と
を
優
先
さ
せ
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

Ａ　

 

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
育

成
と
し
て
英
検
受
験
料

全
額
補
助
、
理
科
実
験

教
室
な
ど
を
通
じ
て
英

語
力
と
科
学
力
向
上
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

市
民
に
対
し
て
丁
寧
な
説

明
を

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
で
健
康
寿
命
延
伸
を

　

＊
ス
マ
ホ
脳

　
　

  

ス
マ
ホ
に
依
存
す
る
こ
と
で
、

　
　

若
い
世
代
で
も
物
忘
れ
が
激

　
　

し
く
な
り
、
判
断
力
や
意
欲

　
　

が
低
下
す
る
こ
と
を
表
し
た

　
　

言
葉
。
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健
康
福
祉
ポ
イ
ン
ト
制
度
に

よ
る
健
康
増
進
を

Ｑ　

 

具
体
的
な
実
施
方
法
は
。

Ａ　

 

対
象
者
を
運
動
実
施
率

が
急
激
に
減
る
18
歳
以

上
の
市
民
と
し
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を

活
用
し
た
参
加
申
し
込

み
や
、
ポ
イ
ン
ト
付
与

を
シ
ス
テ
ム
上
で
行
う
。

歩
い
た
歩
数
に
応
じ
ポ

イ
ン
ト
が
加
算
さ
れ
る

ほ
か
、
健
診
や
人
間
ド

ッ
ク
受
診
、
各
種
が
ん

検
診
の
受
診
、
健
康
教

室
、
運
動
教
室
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
参
加
で

ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
で
き

る
。
参
加
者
は
一
定
の

ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
す
る

こ
と
で
、
ポ
イ
ン
ト
数

に
応
じ
た
景
品
と
交
換

で
き
る
。

Ｑ　

実
施
時
期
は
。

Ａ　

 
業
務
委
託
に
よ
り
７
月

か
ら
事
業
を
開
始
で
き

る
よ
う
に
準
備
を
進
め

る
。

都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
を

Ｑ　

今
後
の
推
進
体
制
は
。

Ａ　

 

こ
れ
ま
で
主
に
行
政
主

体
だ
っ
た
が
、
今
後
は

市
民
が
主
役
と
な
っ
た

情
報
発
信
を
活
性
化
さ

せ
る
た
め
の
推
進
体
制

を
構
築
す
る
。

道
路
除
雪
の
市
の
考
え
は

Ｑ　
 

Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
っ
て
除
雪

車
の
運
行
状
況
が
管
理

さ
れ
て
い
る
が
、
Ｇ
Ｐ

Ｓ
デ
ー
タ
の
運
用
と
、

除
雪
マ
ッ
プ
の
更
新
は

ど
の
よ
う
行
わ
れ
て
い

る
か
。

Ａ　

 

委
託
業
者
の
作
業
日
報

と
し
て
Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
ー
タ

の
提
出
を
受
け
て
お
り
、

除
雪
マ
ッ
プ
と
は
連
動

し
て
い
な
い
。
除
雪
マ

ッ
プ
は
各
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
が
携
帯
電
話
等
で
除

雪
の
開
始
・
終
了
を
報

告
し
た
後
に
、
エ
リ
ア

単
位
で
反
映
さ
せ
て
い

る
。

Ｑ　

 

大
雪
で
早
急
に
除
雪
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
、
地
域
除
雪
で
一
時

的
に
ほ
か
の
市
道
も
除

雪
で
き
る
よ
う
な
仕
組

み
を
作
る
考
え
は
。

Ａ　

 

地
域
除
雪
制
度
は
交
通

量
の
多
い
一
般
公
道
の

除
雪
作
業
を
想
定
し
て

い
な
い
が
、
大
雪
に
対

応
す
る
方
策
に
つ
い
て

今
後
も
研
究
す
る
。

Ｑ　

 

市
道
危
険
個
所
の
点
検

強
化
の
考
え
は
。

Ａ　

 

日
本
郵
便
株
式
会
社
と

市
と
の
間
で
「
包
括
連

携
協
定
」
を
締
結
し
て

お
り
、
こ
の
協
定
も
活

用
し
な
が
ら
状
況
把
握

に
努
め
る
。

地
域
医
療
と
ケ
ア
労
働
者
を

守
る
た
め
に

Ｑ　

 

新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
す

る
と
重
症
化
し
や
す
い

高
齢
者
が
い
る
、
ク
ラ

ス
タ
ー
発
生
率
が
高
い

施
設
等
へ
の
定
期
的
な

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。
ま

た
地
域
拠
点
に
診
療
所

は
必
要
と
考
え
る
が
医

師
確
保
へ
の
思
い
は
。

Ａ　

 

感
染
拡
大
し
た
場
合
、

県
が
中
心
と
な
り
対
応

し
て
い
く
。
医
師
確
保

に
は
熱
い
気
持
ち
を
持

っ
て
い
る
。

Ｑ　
 

看
護
、
介
護
、
学
童
保

育
、
保
育
所
等
の
児
童

福
祉
施
設
等
の
ケ
ア
労

働
者
へ
支
援
金
を
出
す

べ
き
で
は
。

Ａ　

 

医
療
、
介
護
等
職
員
へ

は
国
の
慰
労
金
が
交
付

さ
れ
て
い
る
。
対
象
外

の
職
種
も
今
は
必
要
な

い
と
考
え
て
い
る
。

民
生
児
童
委
員
が
行
う
赤
ち

ゃ
ん
訪
問
の
見
直
し
を

Ｑ　

 

新
生
児
訪
問
の
時
期
と

も
重
な
っ
て
お
り
、
訪

問
さ
れ
る
ほ
う
も
負
担

と
の
声
が
あ
る
が
。

Ａ　

 

そ
の
よ
う
な
声
も
あ
る

こ
と
か
ら
民
生
児
童
委

員
の
活
動
、
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
事
業
継
続
の
是
非

も
含
め
協
議
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
者
、

市
民
へ
支
援
施
策
の
拡
充
を

Ｑ　

 

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
つ

い
て
認
識
と
対
策
は
。

Ａ　

 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

生
活
資
金
貸
付
関
連
の

相
談
件
数
は
１
月
末
で

２
７
３
件
、
生
活
保
護

開
始
世
帯
は
１
月
末
で

79
件
と
増
加
傾
向
で
、

経
済
の
低
迷
が
影
響
し

て
い
る
。
市
独
自
の
支

援
策
を
検
討
し
、
効
果

的
に
実
施
す
る
。

Ｑ　

 

他
の
自
治
体
で
実
施
し

て
い
る
収
入
減
や
低
所

得
の
子
育
て
世
帯
へ
の

給
付
の
考
え
は
。

Ａ　

 

新
年
度
は
多
子
世
帯
応

援
事
業
で
７
歳
以
下
の

第
３
子
以
降
の
子
ど
も

一
人
に
つ
き
年
10
万
円

を
給
付
す
る
が
、
子
育

て
世
帯
の
実
態
を
し
っ

か
り
把
握
し
対
策
を
考

え
て
い
く
。

Ｑ　

 

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

事
業
実
施
の
考
え
は
。

Ａ　

 

緊
急
経
済
対
策
で
あ
り
、

常
に
実
施
す
る
も
の
で

は
な
い
。

家
族
農
業
を
守
り
、
発
展
さ

せ
る
施
策
を

Ｑ　

 

農
業
者
の
減
少
、
高
齢

化
に
対
す
る
打
開
策
は
。

Ａ　

 

親
元
就
農
、
農
業
機
械

の
共
同
購
入
な
ど
で
、

支
援
を
進
め
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
知
っ
た

「
自

分
を
守
る
事
は
他
人
を

守
る
事
」

今
年
の
降
雪
は
災
害
だ

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
ら

れ
る
よ
う
に
日
ご
ろ
か
ら

意
識
し
よ
う

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
優
先
す

べ
き
は
市
民
の
命
で
す



小
お ば ら

原　享
きょうこ

子 議員

熊
くまがい

谷　浩
こ う き

紀 議員

星
ほし

　敦
あ つ こ
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男
女
平
等
社
会
は
な
ぜ
進
ま

な
い
の
か

Ｑ　

 

国
も
各
自
治
体
も
計
画

策
定
し
、
推
進
し
て
い

る
が
男
女
平
等
は
進
ま

な
い
。
原
因
の
分
析
は
。

Ａ　

 

意
思
決
定
の
場
、
特
に

も
政
治
・
経
済
分
野
な

ど
の
女
性
の
比
率
指
標

が
低
い
こ
と
が
影
響
し

て
い
る
と
考
え
る
。

Ｑ　

 

な
ぜ
市
の
男
女
共
同
参

画
推
進
会
議
や
防
災
会

議
な
ど
、
審
議
会
委
員

の
性
別
割
合
を
早
急
に

改
善
し
な
い
の
か
。

Ａ　

 

公
共
分
野
へ
の
女
性
の

参
画
促
進
を
重
点
に
、

条
例
を
確
実
に
推
進
す

る
た
め
取
り
組
む
。

Ｑ　

 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制

度
（
＊
）
は
新
プ
ラ
ン

ス
タ
ー
ト
を
期
に
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

 
国
の
裁
判
な
ど
を
注
視

し
つ
つ
、
５
年
後
の
次

期
プ
ラ
ン
策
定
ま
で
検

討
す
る
。

国
の
「
断
ら
な
い
相
談
支
援
」

事
業
の
導
入
は

Ｑ　

 

縦
割
り
を
越
え
解
決
ま

で
伴
走
す
る
「
断
ら
な

い
相
談
支
援
事
業
」
は

理
想
の
姿
。
導
入
は
。

Ａ　

 

社
会
福
祉
協
議
会
と
も

必
要
性
を
確
認
し
て
お

り
、
今
後
、
実
施
を
検

討
し
て
い
く
。

子
育
て
ア
プ
リ
を
母
子
健
康

手
帳
に
活
用
を

Ｑ　

 

予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
管
理
や
地
域
子
育

て
情
報
の
取
得
も
可
能

な
、
母
子
健
康
手
帳
の

機
能
を
持
つ
ア
プ
リ
を

導
入
す
る
考
え
は
。

Ａ　

 

子
育
て
ア
プ
リ
で
は
、

市
か
ら
健
診
や
予
防
接

種
を
適
切
な
時
期
に
お

知
ら
せ
で
き
、
家
族
間

で
子
ど
も
の
成
長
に
つ

い
て
共
有
で
き
る
こ
と

か
ら
、
母
子
健
康
手
帳

と
の
併
用
に
よ
る
導
入

を
検
討
す
る
。

Ｑ　
 

育
児
不
安
や
ス
ト
レ
ス

へ
の
対
応
と
し
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
相
談
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
考
え
は
。

Ａ　

 

各
種
相
談
事
業
の
補
完

的
、
臨
時
的
な
活
用
手

段
と
し
て
直
営
・
委
託

を
含
め
検
討
す
る
。

教
員
の
働
き
方
改
革
を

Ｑ　

 

部
活
動
指
導
員
な
ど
外

部
人
材
の
拡
充
は
。

Ａ　

 

部
活
動
指
導
員
は
、
令

和
３
年
度
は
、
４
名
増

の
15
名
を
配
置
で
き
る

よ
う
県
に
申
請
中
。
ス

ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ

ッ
フ
は
、
15
学
級
以
上

に
１
学
期
末
ま
で
、
大

規
模
校
１
校
に
通
年
で

配
置
で
き
る
見
込
み
で

あ
る
。

国
土
強
靭
化
５
か
年
加
速
化

対
策
と
し
て
市
の
対
応
策
は

Ｑ　

 

「
流
域
治
水
」
の
考
え

と
し
て
、
河
川
堤
防
、

た
め
池
整
備
や
、
避
難

体
制
強
化
と
し
て
、
事

前
防
災
取
組
み
策
は
。

Ａ　

 

国
土
強
靭
化
計
画
北
上

市
計
画
を
昨
年
策
定
し

た
。
最
悪
の
事
態
防
止

を
掲
げ
、
国
の
補
助
事

業
を
活
用
し
防
災
・
減

災
を
推
進
し
て
い
く
。

Ｑ　

 

北
上
川
流
域
の
浸
水
想

定
地
域
の
台
風
や
豪
雨

被
害
へ
の
対
策
は
。

Ａ　

 

排
水
ポ
ン
プ
設
置
、
堤

防
整
備
の
継
続
要
請
と
、

黒
岩
・
小
鳥
崎
・
相
去

下
谷
木
等
へ
の
堤
防
整

備
や
大
曲
排
水
機
場
の

機
能
強
化
に
つ
い
て
、

国
や
県
へ
の
要
望
を
強

化
し
て
い
く
。

交
通
・
防
犯
意
識
を
高
め
る

自
動
車
先
進
技
術
の
活
用
は

Ｑ　

 

高
齢
者
や
公
用
車
へ
の

先
進
技
術
活
用
策
は
。

Ａ　

 

高
齢
者
に
は
昨
年
10
月

よ
り
、
誤
発
進
抑
制
装

置
の
補
助
を
行
っ
て
い

る
。
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
補
助
は
他
市
の
状

況
を
研
究
す
る
。
公
用

車
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
は
令
和
３
年
度
中

に
全
車
に
設
置
予
定
で

あ
る
。

　令和２年度北上市議会市政調査会の第３回研修会が

令和２年11月17日、全国市議会議長会主催で「２０

４０未来ビジョン出前セミナーin岩手」として、オン

ライン配信で行われました。講師に医療法人社団悠翔

会理事長・診療部長、佐々木淳氏を迎え、「超高齢化

社会に求められる地域医療のかたち」と題した講演が

開催されました。

　訪問診療を通して体験した高齢化社会の現状と課題、

それらを通して見えてくる、求められる地域医療のか

たちについてお話を頂きました。その中で高齢者福祉

の三原則として、人生（生活）の継続性・自己決定の

尊重・残存機能（できること）の活用の大切さや、身

体的機能・社会的機能・精神的機能といった年齢別に

よる人生の区切りや、薬のメリット、デメリットの考

え方について自分の思っていた常識とのギャップを学

ぶことが出来ました。また、「医療活動」と「人生の

目的」にも重要なつながりがあることも新たに認識さ

せられました。

＊
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
…
法
的
拘
束
力
は
な
い
が
、
市
が
、
同
性
カ
ッ
プ
ル

に
対
し
、
独
自
の
証
明
書
を
発
行
し
婚
姻
に
相
当
す
る
関
係
と
認
め
る
制
度
。
そ

れ
に
よ
り
、
一
定
の
婚
姻
と
同
様
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

市政調査会研修会
～高齢者福祉の三原則とは～

皆
様
、
「
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
」
は
作
り
ま
し
た
か
？

目
指
す
は
、
子
育
て
に
や

さ
し
い
街
き
た
か
み
！

世
界
で
日
本
の

「
男
性

幸
福
度
」
が
か
な
り
低
い

事
が
原
因
か
も
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②議会紹介と意見交換

　最初に、議会や議員の役割、本会議や委員会など議会のしくみについて、議員が説明

を行いました。その後、中学生５、６人と議員１、２人で１つのグループをつくり、ワー

クショップ形式で活発な意見交換を行いました。若い世代の豊かな感性から多様な意見

を出していただき、大変有意義な意見交換会となりました。

　出された意見

　【テーマ１：生活の中でもっとこうだったら住みやすいと思うこと】

　　「道路や歩道をもっと広く、きれいに整備してほしい」

　　「バスや電車などの交通の便がよくなってほしい」

　　「周りに店を増やしてほしい」

　　「気軽に自主勉強ができる施設が欲しい」

　　「通学路に街灯を増やしてほしい」

　　「交番や子ども110番の家を増やしてほしい」

　【テーマ２：北上や自分が住んでいる地域をどんなまちにしたいですか】

　　「いじめや差別がないまち」

　　「年齢関係なくみんなが仲良く暮らせるまち」

　　「郷土芸能などの伝統を守っていくまち」

　　「自然が豊かできれいなまち」

　　「人と人との関わりが多いまち」

　　「他県、海外からたくさんの人が訪れる魅力あるまち」

＊
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
…
法
的
拘
束
力
は
な
い
が
、
市
が
、
同
性
カ
ッ
プ
ル

に
対
し
、
独
自
の
証
明
書
を
発
行
し
婚
姻
に
相
当
す
る
関
係
と
認
め
る
制
度
。
そ

れ
に
よ
り
、
一
定
の
婚
姻
と
同
様
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

中学生と意見交換会を実施しました

令和２年度市民と議会をつなぐ会

　令和３年１月から２月にかけて、東陵中学校、和賀西中学校、並びに北上北中学校の２年生、延べ89人の

生徒の皆さんと意見交換を行いました。「普段の生活の中でもっとこうだったら住みやすいと思うこと」

「住んでいる地域をどんなまちにしたいか」をテーマに、たくさんのご意見をいただきました。

①開催の目的

・中学生の皆さんが、自分たちの住んでいる地域について、どんなまちにしたいと思っているのかを聞き、

今後の議会活動に活かす。

・議員との交流を通して、若い世代に市政や議会のしくみについて興味を持ってもらい、身近に感じてもらう。

③生徒の皆さんの反応

　アンケートの感想では「議員は堅いイメージがあったが実際にはとてもやさしく、出した意見一つ一つに

コメントをしてくれたので話しやすかった」「ワークショップが楽しくて、またこのような機会があれば別

のテーマでやってみたいと思った」「YouTubeで本会議の映像を見られることを知り、今度ぜひ見てみたい

と思った」など、たくさんのご好評の声をいただきました。

　今回、意見交換会に参加いただいた東陵中学校、和賀西中学校、並びに北上北中学校の生徒の皆さん、ご

協力をいただいた先生方、本当にありがとうございました。いただいたご意見は、今後の議会活動に活かし

てまいります。

◁
議
会
紹
介
の
様
子
（
和
賀
西
中
）

◁
意
見
交
換
の
様
子
（
北
上
北
中
）

◁
意
見
交
換
の
様
子
（
東
陵
中
）

議
会
紹
介
資
料

は
こ
ち
ら
◁
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１月６日　広報委員会

　　12日　総務常任委員会

　　14日　教育民生常任委員会、産業建設常任委員会

　　15日　議会運営委員会

　　20日　議会全員協議会

　　21日　産業建設常任委員会

　　25日　市民と議会をつなぐ会（東陵中学校）

　　27日　議会運営委員会

　　28日　産業建設常任委員会

　　29日～２月４日　第 259 回１月臨時会議　（⇒ p.7）

　　29日　議会全員協議会、総務常任委員会、

　　　　　教育民生常任委員会

２月３日　議会運営委員会

　  ４日　教育民生常任委員会

　  ９日　産業建設常任委員会

　　10日　議会全員協議会、

　　　　　市民と議会をつなぐ会（和賀西中学校）

　　12日　教育民生常任委員会

　　16日　広報委員会

　　17日　議会運営委員会

　　18日　議会全員協議会

　　19日～ 24日　第 260 回２月臨時会議　（⇒ p.7）

　　19日　市民と議会をつなぐ会（北上北中学校）

　　24日　議会運営委員会

３月１日　議会運営委員会、広報委員会、総務常任委員会

　  ２日　予算概要説明会

　  ３日　産業建設常任委員会

　  ４日～ 26日　第 261 回３月通常会議　（⇒ p.2)

　　　　　　　 ≪本会議の傍聴者数は 27 名でした≫

　  ４日　予算特別委員会

　  ８日～ 10日　予算特別委員会分科会　

　  ９日　各派代表者会　

　　11日　総務常任委員会、教育民生常任委員会、

　　　　　産業建設常任委員会　

　　12日　教育民生常任委員会

　　16日　各派代表者会、議会全員協議会　

　　19日　広聴委員会　

　　22日　予算特別委員会、各派代表者会

　　24日　議会運営委員会　

　　26日　議会全員協議会

　　29日　議会運営委員会

　　31日　広報委員会

議会の動き（1月～ 3月） 議会モニター募集中

　議会の活動に対してご意見をいただける議会モニター

を募集しています。皆様のご応募をお待ちしております。

【活動内容】

　① 次のうち１つ以上のことに取り組み、意見や感想を

提出していただきます。

　　・本会議の傍聴

　　・委員会の傍聴

　　・議会ホームページの閲覧

　　・ケーブルテレビの議会中継の視聴

　　・YouTube で録画配信の視聴

　　・議会だよりの閲読

　　・市民と議会をつなぐ会への参加

　　※報酬はありません。

　② 議員との意見交換を行うモニター会議（年２回開催

予定）へ参加していただきます。

【任期】

　委嘱の日から翌年の５月末までの概ね１年間

【応募資格】

　市内在住の満18歳以上の方で議会に関心がある方

【お申込み】

　５月21日（金）までに電話やメールなどで議会事務局

にご連絡ください。

　電話：0197-72-8232

　ファックス：0197-64-2123

　メール：gikai@city.kitakami.iwate.jp

広
報
委
員
会
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令和３
年度

６月 10 日 ( 木 ) 開会日

　　14 日 ( 月 ) 常任委員会

　　15 日 ( 火 ) 常任委員会

　　16 日 ( 水 ) 一般質問

　　17 日 ( 木 ) 一般質問

　　18 日 ( 金 ) 一般質問

25 日 ( 金 ) 閉会日
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６月通常会議の日程（予定）

YouTube で本会議を録画配信中

　北上市議会では、YouTubeにおいて、

本会議の様子を録画配信しています。議

論の様子を是非ご覧ください。

YouTube 公式チャンネルはこちら→


